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小
情
人
以
共
和
同
斯
一
江
省
、
ψ

町
』
波
市
と
の
友
好
交
流
郎

山
の
慌
胤
抑
制
州
印
の
た
め
訪
中
し
た
、
竹
下
市
長
を
川
長
と

す
る
上
川
市
訪
中
川
日
人
は
、

2
川
9
川
、
本
波
市
を
訪

問
。
友
好
交
流
出
市
鈍
蛾
の
凋
印
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

訓
印
式
に
は
、
本
波
市
か
ら
は
針
通
鴻
・
中
前
「
波
市
長
ら

紅
人
が
川
出
し
、
関
係
行
が
比
中
る
・
中
、
友
好
交
流
議
定

れ
位
打
に
州
市
長
が
百
名
。
ま

た
、
民
舵
を
記
念
し
、
山
川
ハ

|

〉

L
F
t
'
|
・
;
i
:

・示
町U
Jぶ
介
判
的

f』

H
引
り
に

Je

挽
し
ま
し
た
。

毒患需友好交流都市締結

(友達)
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こ
れ
ま
で
山
市
は
、
市

民
に
よ
る
仰
い
凡
訪
問
や
バ

イ
オ
セ
ン
タ
ー
に
円
以
来
研

修
引
の
受
け
入
れ
な
ど
交

流
が
行
わ
れ
、
制
械
や
似
川
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
こ
り
い
久

こ 1':んl:'* 1) 財
と J~ll にの l 圭i 交
カf併し交ツ 27・ jオL
J~J と、 j夜、川目1;

待友 |山Ij 1:'そ1(1む
さ 'b'idi l、し化の
れを ，Ijって，;~~J 
ま i京 以 そ H~ WJ 
すめ の う 術 lモに
。 るよ11Jt，花なスよ

データ (2!l11If!Ui'.)



わが国はいま、急速に高齢{じが進んでいます。老後

を実り豊かなものにするためには、生活そのものが安

定していることが必要です。そのために、国民年金は

大きな役割を担っています。年金を受けるためには20
歳になったら国民年金に加入し、しっ力、りと保険料を

納め続けることが大切です。あなたの老後をより充実

したものにするために、国民年金は、みんながお互い

に協力して、将来の生活を支え合う制度なのです。

:口座振替が便利で‘す;
志お問い合わせは、国保年金課 Ji、f窓口か金融機関の窓口でj

ゐ.

........・・・・・“・'
-

温

国

民

年
金
の
し
く
み
を
教

'
E
え
て
く
だ
さ
い
。

-a
国
民
年
金
は
、
受
給
権
者

-一

a----E-
tな

っ
て
か
ら
、

一
作れ
涯
の

長
期
間
に
わ
た
り
交
拾
で
き
る
終
身

年
金
、
で
す
。
ま
た
、
そ
の
間
物
価
上

昇
に
よ
っ
て
、
年
金
の
実
質
側
怖
が

目
減
り
し
な
い
よ
う
、
毎
年
物
価
の

上
昇
率
に
併
せ
て
ス
ラ
イ
ド
を
行
い
、

さ
ら
に

5
年
ご
と
に
財
政
叫
・計
算
を

行
い
、
賃
金
の
上
昇
や
や
日
清
水
市
の

向
上
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
午
金
舗
の

改
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
し
く
み
に
よ
勺
て
、
す
べ
て
の
川

民
に
老
後
の
引
活
の
経
済
的
基
盤
を

保
附
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
同
の

克
任
と
し
て
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
の
時
代
に
も

安
心
し
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

国 民 年 金

し く み
也1t簡のたす11あいにより公平I~年金者E支給する国の社
会保障制度の一つです。

還 2雪 箇

保 険料 1か月 11.700円(平成7年度価箔)

年金の財源
年金額の3分の 1を国が負拐、 3分のEを保険料でまか
なっています。

是正金額の 物価変動I~応じて年金額がスフイドするため、何十年先

ヨl上げ
でも、年金の価値が保障されます。(完全自動物価スライ
ド制)

納めた保険料i立、「社会保険料控除J として全額所得から
税控 除 俊除されます。

受けるま手重量let.r公的年金控除」により全額無税です。

事務費 金額国が負担します。

-a
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に

'
E
は
ど
の
よ
う
な
種
類
、
か
あ
る

の
で
す
か
。

-E園

初
蔵
以
上
的
歳
未
満
の
け

固一
A
圃
圃

-
E
本
同
内
に
作
所
の
あ
る
人
は
、

す
ペ
て
凶
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
全
は
、

す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の
「
基
礎
年

金
」
を
給
付
す
る
こ
と
を
目
的

t
し、

そ
の
賛
同
を
、
同
民
年
金
の
被
保
険

者
全
体
で
公
平
に
負
訓
し
よ
う
と
い

う
制
度
な
の
で
す
。

凶
民
年
金
の
被
保
険
者
に
は
ろ
純

矧
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
す
。

自営業の方とその配偶者 四第 1 号
及び20綾以上の学生の方自被保険者

厚生年金、共済組合に加 m 第 2号
入している方 M 被保険者

第2号被保険者に扶養さ目第 3号
れている配偶者の方 M 被保険者

困1図
の く遺
針])j~ だな国
日峨さど民
に や い の 年
は退。手 金
rli職続へ
役な きの
/;Jj. ど lこ加
問、 つ 入

{忠人 い
年生 て 脱

-由民年金の加入・ 脱退などの手続会

扇出が必要な湯合

・ 20~授になって初めて加入するとき

届出に添える聖書類等

印鑑

年金手帳

重量

し

手
つ

の

い

関

と

俊

銀

融
登

金

餓

問

た'し

き

て
と

し

)

た

に

に

つ

替

う

変

娠

ょ

が

座

い

名

口

な

氏

を

れ
制

何

忘

所

に

険

も

往

よ

保

き

.

(
棺
腕

I's 

-種別が変わるとき(第3号彼保険者になったと

きなど) 年金手銀

健康保険証
-就織したとき

厚隻年金や共済組合への手続きなど

種別変更の手続き老

w，羽

ω
w-ゐ

(2 ) 
国民年金基金制度一望腎穏謀長詑223議室主謹鰭号;ゆとりをもって老後を暮らぜる

金
課
の
窓
口
・

3
て
制
け
山
山
を
し
て
く

ど
き
い
。
届
け
川
を
し
な
か

づ
た
た

め
に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
怠
く

だ
さ
い
。

配偶者の年金手鍍

鑑印

-厚生年念 ・共済総合をやめたら

言語 1号被保険者に

国民年金の窓口へ
-免除の申請

(生活保護者E受けるようになったときなど)
お問い合せ下さい

-年金を受けようとするとき

(本人からの請求が必要)

-死亡したとき

(死亡一時金 ・遺族基礎年金書事が請求できる場

合があります)



-国保年金課(内線1365・オ366)

問 20な ・ 咽 め"
納蔵<11晶置な‘9
め か ..一一ーけーーー

まら仲 tl: れー
す 60で 別|司 ぱ人因
。蔵す ・民な あ民
に。 {v.1ドらた年
なな齢~な り金
るお ・の い月の
まぶ 所保 の額保
て ;I，ti~f 険 でい険険恨
の料仁平:1・す く料
fOは|対は からは
ヰ、係、。 納

-a
基
礎
年
金
の
種
類
に
つ
い

限
晶
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

-a
基
礎
年
金
に
は
、
次
の

3

・E
挽
類
が
あ
り
ま
す

(
h
A
A
)

ま
た
、
第
1
門ヴ
被
保
険
行

('l
計
業
、

初
歳
以
上
の
学
ゃ
いな

E
)
に
は

3
つ

の
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
(
ぷ
B
)

(平成7年度価格)

.40年間納めた人・ '780.000円
・40~正に満たない人

(納付した月数)+(免除の月数X'，.)
780.。日O同x

1JD入可能年敏XI2月
。〉加入司I;l年叙は短縮される嶋合があります

.1級…975.000P3 2級・-780.000円
・予の加算 18歳未満の子{鈎奮をもった子r;t20歳未満)

と集活しているとき

第1子 ・第E子ー224.400円
第3子以跨…1人につき74.8日日円

原則として保険料を納めた期間と免除

の期簡を合算してお年以上ある人

保険料を納めた婦問と免除、の期間が

加入期間のへ以よあるごと(平成B
年3月まては最近の11年間に保険料

の来紛が怠いこと}

-基礎年金の種類(表A)

.1.004.400円{子が 1人のとき)

・子の加算子がE人以上いるとき

Z再E子・・224.400円第3子以降…1人につき74.800円

失の死亡により18織にi聾す
る日以後の鰻初の3月31白

までの人

亡くなった人の保険料を納めた期間

と免除の期間が加入期間の九以上あ

ること(平成8年3月までは愚近の

1年間に僚候料の未納がないこと}

または亡くなった人が老齢基礎年金

を受けられたこと

.780.000円(予が 1人のとき)

・子の加算 子が2人以上いるとき

第2子・ '224.400円第3子以降一 1人につき74.8日日円

死亡一時金

保険料を3年以上納めた人が伺の年金も受けすに

亡くなったとき、選出実に保険料納付月数によって

12万から32万円まで支給されます。

軍E付年金

老齢叢礎年金を受けるはすだった夫 (25隼以上納

付)が死亡したとき、その蟹(鱈姻期悶1O~手以よ)
に60~から65穏になるまで、失が受けるはすだっ

た年金額の4分の3が支給されます。

付加年金

付加保険料(月額4日目円)

を納めた人は、納めた月

微x200円が老齢喜善後年

金に加算されます

園の 2図あつ
る以

ら 場上れ
れす 合のば年
る ペは 制 よ 金
資て ど 度い は
絡の うにの
がよドで加でど
あ金 す入 すこ
つは かしかへ

;ミ 。さ言葉
本 け と円す

父や母の死亡により問機宋

満の子{備書をもった子は

E目線未満)が残されたとき

人
の
請
求
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
忘
れ
ず
に
市
役
所
や
社
会
保

険
事
務
所
な
ど
に
前
求
し
ま
し
ょ
う
。

2
つ
以
上
の
制
度
に
加
入
し
た

こ
と

の
あ
る
人
は
、

社
会
保
険
事
務
所

へ

お
問
い
作
わ
せ
く
だ
さ

い
。

-
国
民
年
金
の
み
加
入
し
て
い
た
人

・:
市
役
所
国
保
年
金
諜

へ

・2つ
以
上
加
入
し
て
い
た
人

:
社
会
保
険
事
務
所

へ

-・・盟・Eヨ置週・・・

[3 ] 

老齢基礎年金の請求先

受給資総IJJHaのある 人が、 60，波または65，汲になると 特別支給の.l;;申告厚生年余等や 芭紛悲

健午後な Eが支給されます 2つ以上の年令制度に)JII人していた人iま，liil去に加入してい

た年金制度によって.lt'í~JZ Ji:.が~います

告盟S
l箇実年金にのみ加入していた人 |臨閥1幽署|市区町村役場 (所〉鞄係 | 

|厚生年金lこ仰臥していた人 1I鮒 腫 揖.1柱会保険事務所

回活組合にのみ加入していた芥 i関曙聖露.1共済組合 | 
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情報

「
お
も
し
ろ
さ
」
満
載

創
造
館

3
月
の
催
し

••• 
・
第
E
土
曜
日
学
習
施
設
活
用
の
催

し
「
ぷ
の
小
の
午
.き
物
た
ち

l
き
れ

い
な
川

t
汚
れ
た
川
」

マ
と
き

3
円

H
H
山
午
前
叩
時

1
約
1
時
間

マ
参
加
費

制
燃
料

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影
「
存

の
足
時
と
め
ぐ
み
の
ほ
太
陽
」

マ
と
き

3
円
れ

H
ω
・
訪
日
附

(午
前
日
時

・
午
後

1
時
叩
分

・
3

時)、

3
月
幻
円
附

l
お
日

ω
(午後

1
時
初
分

・
3
時
)

・
第
旧
国
一
般
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

展示部門・観光会館(大手町)

3月18日出・ 19日(日

午前10時~午後4時

舞台部門・市民会館

3月19日臼)

午前10時開演

入場料・ 300円

主催・上田市文化芸術協会

共催・上田市教育委員会

マ
と
き

3
川
口
日
山
川

-u
n川

午
前
9
時
i
午
後
l
附

加

分

マ

対

象
ト
し
小
地
域
化
性
ま
た
は
勤
務
す

る
川
崎
歳
以
上
の
人
却
な
れ
(
先
非
順
)

マ
受
講
料

5
0
0
円

マ

申
し

込
み

3
円

5
H
川
午
前
9
時
よ
り

屯
話
て
制
活
断
へ
(
包
(匂
1
1
1
1
)

・
第
問
自
親
子
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

3
M
m
n刷
午
前

9
昨

1
午
後
!
時
初
分
マ
対
象

上
小

地
域
の
小
学
4
年
生
1
中
学
3
年
引

の
初
心
者
組
子
別
名
(
先
者
順
}

マ
参
加
費

無

料

マ

申
し
込
み

3
円
は
け
川
午
前
9
時
か
ら
屯
河
川
で

.
親
子
映
画
会

マ
と
き

3
M
m
n
山
・
訪
日
川

(
午
前
叩
時
1
・
午
後
2
時
叩
分

1
)

マ
上
映
作
品

「
が
ん
ば
れ
ド
ナ
ル

ド
」

マ
参
加
費

無

料

マ

定
員

作

M
mwタ
H

(

先
行
順
)

-
星
空
観
望
会

マ
と
き

3
川
口

n山
午
後

7
時

叩
分

1
9時

(
7
時
加
分
ま
で
に
集

ム
円
)

マ
参
加
費

無
料

マ
そ
の

他

雨
天

・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

問い合わせ・文化センター内

(事務局)fi@0760 

ウ
ム
で
説
明
。
小
中
学
件
以
下
の
人

は
似
指
者
同
作
で
米
場
く
だ
さ
い
。

・
折
り
紙
教
室

マ
と
き

3
円
幻
日
仰
午
前
川
時

i
・
午
後
1
時
1

マ
参
加
費

3

0

0
川
(
持
ち
帰
り
川
代
以
を
持
参
)

・
道
祖
神
ま
つ
り
展

マ
と

8

3
け
お
け
刷

1
m
H
ω

午
前
9
時
1
午
後
4
時

マ

入

館

料

、
.. 
p
 
.
.
 

，
 
..
 ，v・・2
1r

，
、
.
，，.、f
、
靖、，
.. 

づ
け
J
'
f
パ
ー
:
・
免
許
'

A
H
yf
f
I川
1

・:
1
5
0
川
、
.
般
:・
2
0
0
円

圃
伝
承
こ
と
も
遊
び
会

マ
と
き

3
月
初
日
川
午
前
川
時

1

・
午
後
1
時

1

マ
内
容

也
円
か

ら
の
お
も
ち
ゃ

-ぺ
た
く
た
』
な
ど

を

作

り

ま

す

マ
参
加
料

無
料

マ
そ
の
他

小
午
3
年
午
以
.卜
の
人

は
保
護
青
同
作
で
来
場
く
だ
さ
い
。

婦
人
週
間
記
念
講
演

会
に
お
出
か
け
を
/

}行 ・
h 寸.
立女 -
t性
社 の
会 lf:
{尽き
降 五

と倒
j起き
し方
て i
、詐.

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月
日

n
m午
後
1
時

初
分
か
ら

マ

と

こ

ろ

中

央
公
民

館

3
附
大
会
議
案

マ
講
師

古川
崎

経
済
大
学
教
授
・
取
山
咲
子
さ
ん

マ
問
い
合
わ
せ

一
昨
引
諜
(
内
線
1

6
0
8
)
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第

4
回
生
涯
学
習
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

••• 
マ
と
き

3
月
ロ
日
川
午
後
1
時

か
ら

4
時

マ
と
こ
ろ

文

化

会

館

・
ホ

ー

ル

マ

記

念
講
演

「
地
域

て
生
山
中
刊
を
ど
う
す
す
め
る
か
」

(
講
師
:・
東
京
良
工
大
学
れ
ほ
・

T

野
間
，
さ
ん
)

マ
内

容

分

航

事

例
発
点
、
記
念
講
筒
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

マ

入

場

料

無

料

マ

問

い

合
わ

せ
社
会
教
育
課
(
内
線
5
1
2
1
)

生
涯
学
習
市
民
大
学

映
像
講
座
の
講
演
会

••• 
マ
と
き

3
月
時
目
的
午
後
1
時

加

分

か

ら

マ

と
こ
ろ

上
川
創
造

.
館
ホ

l
ル

マ

演
題

「
写
真
と
映

像
文
化
の
未
来
」
(
仮
題
)

マ
講
師

日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
教

授

・
津
木
徳
美
さ
ん
(
写
真
長
野
県

展
審
査
員
)

マ
問
い
合
わ
せ

社

会
教
育
課
(
内
線
5
1
2
1
)



a‘ 司F

「上信越自動車道」のアーチ橋
-親しみのある名前を募集中/
応募期限は 3月24日幽です。ふるって応募して

ください。詳細は広報 2月16日号をご覧くだ§い。

t>問い合わせ 高速交通課(内線1553)

(主催者の書s合により変更する場合があります)

「
県
老
人
大
学
」
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
/

••• 
マ
入
学
資
格
お
お

む
ね

ω歳
以

上
の
県
内
抗
住
者
、
て
、

山下
山
内
意
欲
が

お
う
様
で
あ
り
、
地
域
悩
祉
の
た
め

に
積
極
的
じ
活
動
で
き
る
人

マ
募

集

人

員

上

山

地

区
白
人

マ
教
室

上
川
介
同
庁
合
マ
出
願
手
続
き

-二の丸トE・fi@0762
月日 催 し 時間 入場方法 問い合わせ

(/ 13 11 3 中村メイ子文化講演会 13: 30 無料
中部電力

⑫ 1240 

(1日9 
上田市文化

第7回上回文芸祭 10: 00 300P:t 芸術協会
⑫ 0760 

届第3D@)上由民踊祭り 9 :30 無 料 観光課

市民会館

-材木町1-2-3・岱⑫0760文化会館

人
学
願
書
が
高
齢
新
制
祉
課
、
高

齢
者
一仙
祉
セ
ン
タ
ー
、
外
支
所
、
各

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

3
月
剖
日
憎

ま
で
に
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
上
小
地
万
事
務

所
厚
生
課
{
宮
@
7
1
2
2
)

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
実

行
委
員
と
参
加
団
体

••• 
「第
白
川
う
え
だ

-」
ど
も
ま
つ
り
」

が、

5
凡
5
日
闘
に
し仁
川
城
跡
公
開

.
慌
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

さ
ら
に

「
こ
E
も
ま
つ
り
」
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、

A
什.同

・
辺
A
H
に
活

躍
し
て
も
ら
え
る
実
行
委
川
口
を
一
妙
集

し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
J
N
、

f
ど
ち

3 

日/5 ) 
第15回上回合唱祭 13:00 無料

中央公民館

⑫ 0760 

(1日2) 
第4回生涯学習

13: 00 
市民フォーラム

無料 社会教育課

出1日 上田高校08
13 :叩

03-3800 

吹奏楽演奏会
無料 -0895 

25 第11回策信地区 @ 2827 
26 高絞演劇合同発表会

8 :30 無料
(山本)

映像文化講演会

た
ち
が
栄
し
く
参
加
で
き
る
俄
し
も

の
を
行
っ
て
く
れ
る
団
体
も
、
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
申
し
込
み
期
限

3
月
幻
日
伽

マ
問
い
合
わ
せ

背
少
年
課
(
内

紡
5
1
3
2
)

「
技
能
開
発
訓
練
生
」

働
き
な
が
ら
技
能
習
得

••• 
働
き
な
が
ら
技
能
を
町
内
刑
判
で
き
る
、

技
能
開
発
訓
練
作
を
持
集
し
て
い
ま

す
。マ

募
集
専
門
職
種

建
築
科

・
建

築
製
凶
利
・
京
宵
タ
イ
ル
科

・
板
金

利

・
造
凶
科

・
機
械
科
・
電
気
機
器

利

・
配
管
科

マ
募
集
期
限

3
月

初
日
川
(
ん
注
目
に
な
り
次
第
締
め
切

り

)

マ

問
い
合
わ
せ

上
小
山
等

職
業
訓
練
校
(
宮
@
2
6
6
6
)

商
品
量
目
を
調
査
する

「
計
量
モ
ニ
タ
ー
」
に

••• 
モ
ニ
タ
ー
の
符
さ
ん
に
は
、
前
門
川

の
訟
口
調
有
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
調
有
に
よ
り
得
ら
れ
た

作
椅
デ

l
タ
や
ご
意
見
を
今
後
の
計 楽しい「こどもまつり」に

盆
行
政
に
供
か
し
て
い
き
ま
す
。

マ
応
募
資
格

①
食
料
品
関
係
の

販
売
業
を
や
円
ん
で
い
な

い、

ま
た
は

こ
れ
に
鰐
わ
っ
て
い
な
い
人
②
特
.
問

の
会
議

(
5
月
2
川、

7
月
、

1
月
)

に
山
席

で

き

る

人

マ

職
務
内
容

指
定
す
る
期
間
内
に
防
人
し
た
商
品

の
口
方
を
計
っ
て
円
誌
に
記
入
し
報

汚
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
募
集

人
員

ロ
人

マ
応
募
方
法

は
が

き
に
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢
、
家
政
構
成
、
屯
話
番
号
を
記
入

し

「
〒
湖
上
川
市
大
手

1
1
日
!

日

k
川
市
役
所
商
工
諜
」
へ

マ
応

募
期
限

3
月
幻
円
倒

マ
問
い
合

わ
せ

尚
正
課
(
内
線

1
4
0
3
)

平
成

7
年
度
上
田
市

育
英
会
の
「
奨
学
生
」

••• 
マ
資
格

①
.
千
成

7
午

4
円
か
ら

んけ川
等
山
下
校
へ
進
学
す
る
人
②
同
年
」

円
引
夜
、

hn
川
等
山
下
校
に
校
山
下
し
て
い

る
生
徒
③
同
年
4
月

1
刊
現
在
、
市

内
に

6
か
円
以
よ
居
休
す
る
附
帯
の

人
④
本
会
以
外
の
育
英
会
な

E
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
人

マ
申
し
込

み

点

学
し
て
い
る
中
学
校
、
高
等

学
校
の
判
任
の
先
生
に
相
談
し
て
、

3
月
口
日
働
ま
で
に
教
育
委
員
会
庶

務
課
(
内
線
5
1
0
5
)

へ

マ
決

定

育
英
会
の
評
議
員
会
で
決
定
し

ま
す
。

7 3. 広報うえだ7.[5J 



-情報テーブル・

-上田を撮った人と映画

シネマ8フォーラム'95
[>とき 3月20日(月)午後 6時30介 bところ上回映慮，IJ

b上映作品 rけんかえれじいj('66日活、鈴木清順監替)

b特別座談会 鈴木清順さん(映画監督)V S品田雄吉さ

ん(映画評論家・多摩美術大学教授) [>入場料大人800

円(当日 1000円)・高校生以下400円 [>問い合わせ よ田

商業21世紀会事務局(商工E案内・内線1402)

1:11 J dî川るい選挙椛進協議会 t 卜~rfl-rli'選挙

管用委員会ては、rJjJえ-人ひ tりが政治や選

挙にIlkJ心を持ち、市に|り!るく公正な選挙が行

われるよう仁主のrI(I~Jで rr切るい選挙手年発標

JJむを拡集した主ころ、多数の応募をいただ

き、ありがtうございました。入選作品は、

;大のとおりです。 (敬称略)

家
族
法
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

多
く
の
ご
意
見
を
/

••• 
法
務
大
臣
か
ら
の
諮
問
機
関
で
あ

る
法
制
審
議
会
民
法
部
会
、
て
は
、
民

法
の
家
族
法
の
分
野
に
つ
い
て
、
法

改
正
の
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
審
議
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
事
項
は
、
選
択
的
夫
婦
別
氏

-優秀賞

*よい政治 選挙てil{-t この -票 (小林of.1J)
*声かけて ?Yんなでirこう II)Jるい選挙(池JIJ芳JE)

*私達の 未~~を築 ( 1リiるい選挙 (依J11絵即l7-l

・佳作

*在、の未米 願いを託し ょの ・票に

(培ii事紀美江)

*1しい 心に桁る きれいな選挙 (成il{仁n
*いかぜ伊東椛:.t危険 (林頼母)

*二 の.~:{ n)J日の"f'を 築くむ と(ki挙l買平)

*美し く ifIき選挙て 1-.111を111]る( (広iJ{乙治郎)

* 司31に 未 ~~を託 L IIJIるい選挙 (佐磁元信)

* .架の 置さ隊かめ 正Lぃ持票 (附村主央)

*イl権計 fmf1lljフJレ仁 使おうね (!腎f~瑞智、)

あなたのを後

制
、
裁
判
上
の
離
脱
原
肉
、
摘
出
子

て
な
い
下
の
ほ
定
相
続
分
な
ど
、
同

民
午
.
吊
に
川
怖
く
か
か
わ
る
問
題
で
す

3

そ
こ
で
、
法
務
省
で
は
、
こ
の
家

肱
法
改
正
の
検
討
に
出
た

っ
て
、
多

く
の
特
さ
ん
の
ご
立
H
ん
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
受
信
専
川
フ

ァ
ク
ス
「
家
族
法
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

守
設
置
し
ま
し
た
。

マ
改
正
審
議
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
事
項

①
選
択
的
夫
姉
別
氏
制
に

つ
い
て
:
・
犬
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
別
氏
を

称
す
る
こ
t
e
T
認
め
る
か
。
現
行
、
で

は
、
失
制
は
、
時
制
の
際
に
定
め
る

と
こ
み
に
従
い
、
夫
又
は
去
の
氏
を

称
す
る
。
(
民
法
第
7
5
0
粂
)

②

裁
判
上
の
離
婚
原
閃
:
・犬
締
が
5
年

以
上
共
同
情
活
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
裁
判
上
の
雌
婚
を
認
め
る
か
。

• 
上田市選挙管理委員会事務局

(内線 1671・1672) 

• 

現
行
の
裁
判
上
の
離
鯖
限
凶
に

つ
い

て
は
、
配
偶
者
に
不
良
な
行
為
が
あ

っ
た
場
人
け
な
ど
で
、
別
印
刷
し
て
い
る

ニ
と
に

つ
い
て
は
、
雌
賠
原
闘
と
は

み
な
さ
れ
て
い
な
い
。
(
民
法
第
7
7

0
条
)

③
腕
出
子
で
な
い
子
の
法

定
相
続
分
:
・
嫡
州
子
。
て
な
い
子
の
相

続
分
を
嫡
山
で
あ
る
子
の
相
続
分
と

同
等
に
す
る
の
か
。
現
行
、
て
は
、
嫡

山
チ
、
て
な
い

f
の
法
定
相
続
分
は
、

摘
出
で
あ
る
チ
の
相
続
分
の
二
分
の

一
で
あ
る
。
(
民
法
第
9
0
0
条
)

マ
フ
ァ
ク
ス
設
置
期
限

3
月
別
日

倫
(
悶
甘
一佼
h
T
問
わ
ず
受
信
し
ま
す
)

た
ピ
し
、

3
月
日
円
ま
、
一
千
愛
5
寺

1

1

1

j
|
l

!

i

ー

ま

で

マ

フ
ァ
ク
ス
番
号

0
3
1

3
5
9
2
1
7
7
8
6
(
家
族
法
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
)
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
内
線
1
3
5
3
)

不
用
品
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

し
い
も
の
き
宵

d

ま
し
た
ら
、

生
活
躍
崎
境
課
(
内
線

1
3
9

8
)
へ
ご
連
絡
を
。

マ
換
気
パ
刷
(
お

m
)
1
0
0
0

同
マ
冷
蔵
郎

3
0
0
0
円
・
1

0
0
0
0問
マ
定
都
川
容

1
0
0

0
0
円
マ
都
市
ガ
ス
川
悦
織
か
し

務

5
0
0
0
円
マ
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
問
ガ
ス
レ
ン
ジ

3
0
0
0
円

マ
サ
イ
ド
ボ
l
ド

8
0
0
0
円
・

9
0
0
0
円
・
1
0
0
0
0
円

マ

げ
た
箱
無
料

・
2
0
0
0
円

マ

学
符
机

6
0
0
0
円
マ
ス
キ
1

一式

(
1
5
0
m
)

無
料

・
3
0

0
0
円
マ
ス
キ
l
靴

(mm
-m

m
)

無
科
マ
学
生
服
(
上
若
の

み
・
1
8
0
m
)
5
0
0
0
円

マ
編
み
出
川
加
盟
…
料
マ
和
裁
川
裁
ち

ムロ

5
0
0
0
円
マ
廠
布
凶

(
5

枚
)
3
0
0
0
円

マ
キ
ー
ボ
ー

ド

6
0
0
0
円
マ
ベ
ビ
1
フェ

ン
ス

1
0
0
0
円
マ
慾
用
エ
ア

コン

3
0
0
0
円
マ
ボ
ッ
ク
ス

製
凶
風
機

3
0
0
0円

マ
川
小
山
気
ミ
シ
ン
マ
屯
気
こ
た
つ

マ
テ
レ
ビ
マ
自
転
車

(
fど
も

用
・
対
人
用

・
大
人
胤

・
折
り
庇
み

式
)
マ
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
問
ふ
ろ
一

式

マ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
・
似
た
ん
は

マ
第
一
中
学
校
問
か
ぱ
ん

・
巡
勤

者
マ
学
生
服
マ
ベ
ビ
l
布
川

マ
三
輪
点
マ
ぶ
ら
ん
こ
マ
子
ど

も
用
予
仰
し
市
中

( 6] 7 3. 広報うえだ7.
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• 

「
法
定
労
働
時
間
」
が

4
月
から

一
部
変
更
に

••• 

マ
変

更
内
容
也
製
造
業
、
鉱
業
、

建
設
業
、
逆
輸
交
通
業
、
貨
物
取
り

扱
い
業
お
よ
び
清
川
町

・
t
ζ

沓
業
の
事

業
の
う
ち
現
段
叩
人
未
満
の
事
業
場

の
迎
法
定
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、

週
判
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
@
商

業
、
依
存
娯
来
業
の
が
業
の
う
ち
規

悦
5
人
未
満
の
事
業
場
の
週
法
定
労

平
成

7
年

4
月

l
nか
ら
、
規
模

刊
人
未
満
の
製
造
業
等

a

部
の
卒
業

場
に
つ
い
て
、

1
週
間
の
法
定
労
働

時
間
が
矩
縮
さ
れ
ま
す
。

山

火

作

ハ

十

出

刊

川

別

一

川

…

m川
ぷ

げ

よ

山

川

m

k
N
消，
f
ん
H

川ト・
H

え
れ

η
…

n
…
加
除
今
川
刊
い
い
利
作
初

l

p

:
二

l

i

p

f

l

-

u

-

-

L

・t

・

-

f

;

i

N
E
く
ま

l
M
M
M刊間一

H

口

約

い
が

い

町

州

内

v
h
u
n

仁

山

崎

中

屯

ね

秋

如

何

引

…

引

一

成

仰

と

よ

卜

と

郷

町

l
H
・

干

し

州

則

一

川

一
成
間
キ
ヨ
コ
蝕
が
行
北
防

災

ね

た

い

江

川

行

門

山

間

一

川

一

州

滞

タ

ケ

ヨ

ト

.

南

町

州

小
木
村
小
ru
た

八

除

仰

一

関

…
山円借
L
へ
九
郎
卜
.
福
川
口

-一、ト
r

I

L

-

-

t

H

4
』

お

.

ハ

v

・
M
H
，、.

、

、

1

1

r

u

n

l
J
o
J
J引

l

d

・2
.

，
.

5

・
H
W川
MVA

，L

，4
e

J

H

総

本

代

日

代

治

古

川

町

山

一

昭

一

山

崎

川

仏

ド

之

糸

一

川

小
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働
時
間
に
つ
い
て
は
、
組
崎
時
間

に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

マ
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長

野

労

働

基

準

同

(
宮

0
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「
視
覚
障
害
者
」
に
は

電
気
料
の
補
助
か
/

••• 
火
ハ
バ
の
取
り
川
い
が
川
雌
と
な
り

や
す
い
悦
覚
附
山
下
川
帆
れ
の
た
め
に
、
日
小
仙

川
札
判
の
法
・
本
料
を
捕
山
し
ま
す
。

マ
対
象
(
次
の

.2件
す
べ
て
技
巾
ー

す
る
か
た
}
『
小
山
内
に
お
作
ま
い

で
、
作
仁
川
中
心
計
ま
た
は
そ
の
配
削

打
が
悦
党
に
勺
い
て
身
体
附
刀
打
下

松

の

1
純
ま
た
は

2
糾
の
認
定
を
交

け
て
い
る
さ
契
約
屯
ハ
バ
作
山
が
ゆ
ア

ン

ペ

ア

以

ド

マ

補
助
申
請

補

助

を
中
治
さ
れ
る
か
た
に
は
、
必
要
北
川

知
を
お
い
践
し
し
ま
す
。

3
円
口
日
憎

ま

で

に

作

T
A
へ
山
中
し
山
て
く
だ
さ

ノ

-
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
並
べ
た
、
子

集

記
J

ど
も
の
ひ
な
人
形
を
見
て
い
る
と
、

制

緩
二
容
が
近
い
ん
だ
な
と
感
じ
る
。
自
の

P
I

1

入
り
の
時
間
も
だ
い
ぶ
延
び
、
い
つ

の
ま
に
か
木
々
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
ん
で
い
た
。

い
ま
ま
で
の
容
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
暖
か
い
容

の
到
来
に
は
心
躍
る
。
と
こ
ろ
が
容
に
な
る
と

困
る
の
が
花
粉
症
。
ま
だ
.
花
粉
症
と
い
う

言
葉
も
な
か
っ
た
叩
年
も
前
か
ら
の
お
付
き
合

い
で
、
く
し
ゃ
み

・
由
鼻
水
が
止
ま
ら
ず
、
た
ま

ら
な
く
薬
を
飲
む
と
、
副
作
用
で
眠
く
な
る
。

容
は
、
う
れ
し
さ
半
分
憂
う
つ
半
分
。

と
こ
ろ
で
現
在
、
今
ま
で
と
遭
っ
た
情
報
発

信
型
市
勢
要
覧
の
制
作
を
進
め
て
お
り
、
近
日

中
に
配
布
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。
{
た
な
か
)

ぃ
。
郵
送
も
で
き
ま
す
。

わ
せ

り
牛
深

マ
問
L、
合 電気料の補助制度が

(
内
線
1

6

0

3

)

兵
庫
県
南
部
地
震
に

温
か
い
義
援
募
金
を

••• 
被
災
行
の
特
さ
ん
が
山
肌
ハ
に
向
か

っ
て
hd.
ち
卜
が
れ
る
よ
う
、
市
役
所

本
山
川
合
l
階
ロ
ビ

l
に
、
日
-
K
V

ふ
卜

下
札
の
山
一
以
食
桁
を
凡
叫
抗
し
て
い
ま
す
。

ま
た
上
川
山
社
会
制
祉
協
議
会
ポ

ラ
ン
テ

f
ア
セ
ン
タ
ー

(8
5
2
KH

2
9
}
で
は
、
微
災
地
の
紋
開
校
ポ
ラ

ン
テ

f
ア
を
乏
け
付
け
し
て
い
ま
す
a

マ
問
い
合
わ
せ

兵
咋
県
市
部
地
長

上
川
市
救
応
対
策
本
部
(
生
活
環
境

課

・
hv線
1

3

8

8

)

8

1

1

、

-
仕
事
柄
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
時
簡
を
み
つ
け

て
は
四
季
伍
別
々
の
写
真
を
織
り
に
出
か
け
る
。

織
る
と
き
い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
季
節
の
顔
と

い
う
の
も
、
ま
さ
に
『
旬
」
か
あ
る
の
だ
な
と
・
・
。

『
そ
の
時
」
を
逃
す
と
、
ま
た
た
く
騎
に
表
情

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
季
節
の
風
察
ひ
と
つ
織

る
に
し
て
も
、
気
象
条
件
や
鰐
間
病
、
煩
影
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
『
こ
れ
が
同
じ
宿
所
な

の
?
』
と
首
を
か
し
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
。
ま
だ

ま
だ
写
真
の
知
僚
も
浅
く
、
経
験
も
短
い
の
で

偉
そ
う
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
「
奥
が
深
く
て

灘
し
い
」
と
い
う
の
が
月
並
み
だ
が
、
い
つ
も

感
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
、
も
っ
と
セ
ン
ス
が
あ

れ
ば
な
あ
:
:
』
と
思
い
つ
つ
、
悩
ま
す
、
い

つ
も
気
楽
な
自
分
だ
。
(
に
し
ざ
わ
)

7 3. 広報うえだ7.[7 ) 



，，'1: 

・廉沢俊樹くん
(5綴 ・上川原柳町)

圭悟くん
(3歳)

rお兄ちゃんはフアーブ
ル昆虫記、主ちゃんは迷路
遊ひ.の本が好きです」と母

のちなみさん。

保健診tt
保健予防諜(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防接種(3回目)

31111日の r防接砲を ド表のとおり 4ハ、ます。 2月に

1 1111口密受けたお子さんも 、 2Inl tIとしてお受け <tご
さい。 なお r1 nに受けて、 2 J j l.i'乏・けられなかった

21nl ilのかた」、r3月が初めてのかた」は、保健予防

諜までご相談くださ L、。

b受付時間午後1時30分から2時20分まで b持

ち物 町チ健康手11袋、|問診票(赤ちゃん手11辰のrllにあ

ります。会場にも削なあり) f> 注意事項 子防拡ー純

i去の改正により、治療I~:I の病気や経過をみて い ること

がある場合には、l:?Eil烹に1mもって相談しておく こ と

が必要になります。また rw温は会場で測定する 」こ

とになりましたので、|時間に余裕をもってお こしく だ

さL、。 f>その他 対象地区の会場て受けることがで、

きないかたは、保i連予防~*まで‘ごi主主告 < tごさい。

-三種混合予防接種日程表 (3回目)

主.d主‘ 場 名 実施日 対 象 地区

保健センター
時j古11.~um 

(市役所南1宇舎 2~皆) 3月15日(7j()

上野がE公民館 ド11科 -T1殿

保健センター
III.j iíll ・ r:.~"l.

(市役所南斤舎 2'皆) 3月17日(会)

ニ好町会館 城ド

梅田母子健康センター
3月22目。iQ

ji.WI 

神川地区公民館 ドIIJII

文化センター
*i~ll . q，央

( 3階大会議室) 3月23日休l

川辺町会館 1l1;11 .以IU

川西社会福祉センター 3月24日倫) )111叫

※駐車場カf狭いため、なるべく牽での来場はご遠慮を

圏各種成人病模診の申し込み
平成 7年度の肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検

診 ・乳がん検診・基本健康診査(心臓病・糖尿病など

の予防) の'l'し込みぞ'乏け付けています。I[IJ6}1:は 1

nに令)i配布 しましたが 、 ).(~~~ ，'I'， の 人 jj:保健刊IJj ，1~! ま

たは俗文所へ 3月2.1fl (俗までに 1']~ n'， してくだむ L 、 。

!求人f内十食~i:会は、 íl"・ _'ij~~ま討i して交ける ことが大切て.あ

り、 IIL)明に先凡されたカfんは、J/
1， !tJJにifi1i.t寸ることで、

ほとんどifiります。

保健 ['1防法では、 '1t: ~".で q 1 し込みを受 (HJ けていま

す。 どうぞご利JIJくださ L、。

f>問い合わせ 保健 1ιl山諜(内線137:l、 1374)

在宅寝たきり老人など

・訪問指導従事者の募集

子I-jて"は、花'七の山たきり老人などの家出を訪問して、

m，i炎・指導および有識をhう人を次により詩集します。

f>資格 ①保健婦.1ì'jj!佐川・の免，~'r取引打て、 必 1 111折
j隼従事朽認主計'Iii!'1会11芸i-?i、または関係の講門会カf，乏

織できる人 ②.fJ.~イ1:-、州 (1'<) 院に qi)J.l脅していない人

f>募集人員 r1千ア何If>必要書類 ① lド二f判i

(什{保呆健子p防』諜にあ lり)ます)③{臼保I呆制~~健建k仇州1川心1; • 干朽I'~謎盛弘仇制f~'の免r許「の

写し f>申込期限 3 )川J3引lrl(倫俗 f>申し込み.問い合

) わせ i保呆健子ド防}J，ì謀1県~ ( 1内j付~H綿i信出5梨如Aρ13幻77η

Jt.~=ター
やってみませんか*

紙面作。にご協力を

市では「広報うえだ」 ガ、 皆さんに

より親しまれ、より読まれるものにし

ていく定め、次によりs:rz成ア年度の広

報モニターを募集します。モニターの

皆さんには、広報に対する意見や提案

などをお寄せいだだき、市民参加の紙

面作りの一鮒を担っていだだきます。

10人程度 1>任期委嘱の日から翌年

3月31日ぎで 1>機務内容 ①モニタ

一会議への出席(年3回程度〉②戸ン

ケートの記入など か謝礼記会田を

贈呈 1>応募方法はがきに、住所 ・

氏名(!;~\りガな〉、年齢 ・ 職業 - 電話番

号・「広報にひとこと」を塞いて、 3月

31日聞きまで!と「〒386J二田市大手1-

11-16 市役所協書課広報担当Jヘ
1>対象 20歳以上の市内在住者(公

-E盤謹重盛幽血盟国 務員を除く〉 じ募集人員 一般公募

広報うえだ7. 3. 1 (8] 



かして束ねる。

*古布・・・化繊のものでも何でもかまいません。

ただし、雨の日はビニール袋に入れて

濡れないように(綿、マットレス、力

一ベット類を除く)。

・出せません・…ろう引き紙、 j白紙、カーボン

紙、ノンカーボン紙、ビニー

ル加工紙、感熱紙

*新聞紙・・・折り込みチラシは取り除き、十字に

きつくしばる (2つ折りにして)。

*タンボール…発砲スチロールは取り除き、折

りたたむ。

女雑誌・雑紙…同じ大きさにまとめて結束。小

箱は折りたたみ、抜け出ないよ

うに。折り込みチラシは雑紙。

*牛乳パック…水洗いの後、切り開いてよく乾

惨資源回収の時間、場所は各自

治会へお問い合わせくた、さいo

bルールを守って出しましよう。

-資源回収・

こう出そう

(保存対反j

(平成 7年 4月から平成 8年 3月まで)

|12月 I1月 I2月 I3月|

安…偶数月実施自治会

110月 I11月

.…奇数月実施自治会

|7月 I8月|

圃資源回収年間カレンダ-

u 9月

8伺)
4(月)5 (.月)4 (月)6伺)2伺)4伺)7 (月)3 (月)5伺)

5 tぬ6ω 
16ω 

10側
1 (~的4 (;水)6 (別2側5 (功。7 (水) 6 (劇

6月5月4 月区

1 (月)3(，月)
5伺)

9 eぬ
5ω 7 eぬ3t:k) 5ω 1ω 4 eぬ6 tぬ2ω 4ω 

平成 7年 4月から、右表のとおり「資源回収」

の実施日を変更します。

資源問収を実施する自治会が増えてきましたの

で、皆さんのご理解とご協力をお願し、します。

二の表の日程は、業者が回収に来る日です。自

治会の回収日とは異なる場合があります。

er資源回収日」ガ変わります
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平成 6年度中(平成 6年 4月から平成 7年 1月

末現在)の資源回収貴は、約2，112'ンで した。

これは、実施世帯てや 1か月に平均7・5kgの資源

が出されたことになります。

全市てや実施されると、燃やせるごみの煮の約 1

割 に当たる約3，800トンの資源が同収されることにな

り、ごみの減量と再資源化が図られます。

e2，000トシを越える資源を回収
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集められた資源は、再ヰ1品として市品化されま

す。資源を附したわたしたちが、再:'1:&"を使わな

い と 「リサイクノレ」 になりません。

・問い合わせ 生活環境課(内線1386~1387)
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※この表は業者が回収に来る日を示します。
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